
 
平成 22 年 10 月 1 日 よ り た ば こ 代 金 が 大 幅 に 値 上 が り に な り ま し た 。 

今 こ れを お 読み の 方で 愛煙 家 の方 なら ば、少々 耳 の痛 い内 容 かも し れま

せん が、現 実問 題で 非 常に 苦 慮さ れて いら っし ゃ る方 々 も多 いの で はな

いで しょ う か？  

中 に はカ ー トン だ けで なく 、 ダン ボー ルで 購入 さ れて  

『 これ で 対 タ バコ 対 策 は ばっ ち り だ ！ 』 とか 、  

『 これ で し ば らく の 間 は 高い タ バ コ を 買 わさ れ ず に 済む ん だ ！ 』  

な ど と考 え てい る 方も 多い の では ない でし ょう か ？  

し か し 、ちょ っと 考 えて みて く ださ い 、たく さ ん買 って も 吸い 続け れ ば

当然 いつ か は枯 渇 する わけ で すし 、た ばこ にも 賞 味期 限 があ りま す 。  

そ れ を過 ぎ たタ バ コは 正直 ま ずい と思 いま せん か ？  

そ れ に、 吸 いき っ た際 に今 度 は高 いタ バコ を買 お うと 思 いま すか ？  

『 そん な こ と はわ か っ て るっ て ～ ！ 』 だと か、  

『 体が ど う と かよ り も 、好き な こ と を や って い た い んだ ！ 』とか いう ご

意見 も、 さ らに は 、  

『 人に 言 わ れ て禁 煙 な ん て自 分 の プ ラ イ ドが 許 さ な い！ 』と いっ た 方も

多く いら っ しゃ る と思 いま す 。  

で も 、そ ん な方 々 の心 の底 で は『 やめ たい 』と ど こか  

で 思 って い らっ し ゃる と思 い ます 。  

喫 煙 習 慣 は す で に病 気 と い う 位 置 付 け に な っ て い ま す。 

現 在 では 保 険診 療 の中 で治 療 がで きま す。 家族 や 身近  

な 人 に 相 談 す る の で はな く 、 ま ず 私 に 相 談 し て み てく

ださ い。  

あ な たの 強 力な パ ート ナー に なれ るは ずで す。      美 摩  武 臣  
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  救 急 業務及び救急医療に対する正しい理解と    

認 識を深めてもらい、救急医療関係者の意識  

の 高揚を図るために、毎年 9 月 9 日は「救急   

の 日」、この日を含む 1 週間は「救急医療週間」   

で す。  

  「 救 急の日・救急医療週間」にあたり、本年も   

各 地域や医療機関等で救急医療に関する行事    

が 、行われました。この一環として、  

多 年に わ た り 救急 医 療 の 確保 、 救 急

医 療対策の推進に貢献した団体及び

個人を対象として、各都道府県知事

からの推薦に基づき、厚生労働大臣

表彰が行われ、救急医療功労者とし

て当院が平成 22 年 9 月 9 日長妻厚

生労働大臣より、表彰されました。  
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通 所 リ ハ ビリ テー ショ ン  

デ イ ・ ケ アセ ンタ ーみ ま  

吉 野 川 市 鴨 島 町 上 下 島

497  
0883-24-2957  

訪 問 看 護  

ス テ ー シ ョン みま  

吉 野 川 市 鴨 島 町 上 下 島

495-13  
0883-26-0850  

ホ ー ム ヘ ルパ ー  

ス テ ー シ ョン みま  

居 宅 介 護 支援 事業 所  

介 護 支 援 サー ビス みま  

介 護 老 人 保健 施設  

や す ら ぎ 荘  

吉 野 川 市 鴨 島 町 上 下 島

495-5  
0883-24-6564  

認 知 症 対 応型  

共 同 生 活 介護 施設  

グ ル ー プ ホー ムみ ま  

吉 野 川 市 鴨 島 町 上 下 島

449-21  
0883-26-0250  

高 齢 者 専 用賃 貸住 宅  

せ せ ら ぎ  

吉 野 川 市 鴨 島 町 上 下 島

440－ 3 
0883-24-3066  

認 知 症 対 応型  

共 同 生 活 介護 施設  

グ ル ー プ ホー ムみ ま石 井  

名 西 郡 石 井 町 浦 庄 字 上

浦 524-9  
088-674-0234  

 



 

毎月 1 回、デ イケ アセ ンタ ー みま とデ イ
サー ビス セン ター せせ らぎ 合 同で 、バ イ

キン グを 実施 して いま す。  
決め られ たメ ニュ ーだ けで は なく 、自 分

で好 きな 物を 選ぶ 喜び を味 わ って いた だ

くた め、 たく さん の料 理を 用 意し てい ま

す。  
夏に は冷 やし たら いう どん や 鉄板 焼き 、

冬に は温 かい そば 米汁 や茶 碗 蒸し など 季

節感 のあ る料 理を 提供 して いま す 。  
鉄板 焼き や焼 きそ ばは 、目 の 前で 調理 師

が調 理し 屋台 での 雰囲 気も 味 わっ てい た

だい てい ます 。  
これ から も利 用者 の方 に満 足 した 時間 を

過ご して いた だけ るよ う、 職 員一 同努 力

して いき たい と思 いま す。  

 
 
 
 
    

介護 養病 棟で 、秋 祭り を開 催し ま した 。  
まず 、紙 芝「 貧乏 神と 福の 神」 を 上演 、臨 場  
感あ ふれ る職 員た ちに よる 紙芝 居 を堪 能し てい  
ただ いた 後は 、 お 揃い の ピン クの ハッ ピに 着替  
 え 、 お 神 輿 の登 場で す。  

実習 に来 てい た、 大学 生さ んた ち にも 協力 して もら い、  
『ワ ッシ ョイ ！  ワ ッ シ ョ イ！ 』 の掛 け声 で練 り歩 くと 、  
患者 様の 顔が 掛け 声と 共に 笑顔 に 変わ り、 手拍 子や 掛け 声が  
湧き 起こ りま した 。  

 
 

 
 

 

ワ ッ シ ョ イ ！  

ワ ッ シ ョ イ ！  

お 揃 い の ハ ッ ピ で  

に っ こ り  



  
 

 
    

吉野 川市 鴨島 町上 下島 ４４ ０－ ３ に高 齢者 専用 賃貸 住宅 せせ らぎ と  
デイ サー ビス セン ター せせ らぎ が ９月 １日 オー プン しま した 。  

    せ せ ら ぎ では 、住 宅（ せ せら ぎ） を中 心に 通い （デ イサ ービ ス セン  
ター せせ らぎ ）な どの サー ビス を 組み 合わ せて 住み 慣れ た地 域で 安  
心し 、尊 厳を 持っ て生 活が 続け ら れる よう 、必 要な 支援 を行 いま す。  

              
             

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 
 

※ 写 真 は 利 用 者 さ ま の 許 可 を 得 て 掲 載 さ せ て い た だ い て い ま す 。  

リハ ビ リ 風景  パワ ー リ ハビ リ 風景  お風 呂 場  

レク リ エ ーシ ョ ン風 景  行事 風 景  

月 曜 日 ～ 日 曜 日 ま で 営 業

して いま す。（ 年 末年 始の

み休 み）  
パ ワ ー リ ハ ビ リ を 導 入

し 、 く も ん 式 学 習 療 法 も

行っ てい ます 。  

せせ ら ぎ 全景  食 事 風 景  お部 屋  

お風 呂 場  入居 時 の 様子  

部屋 数は 全部 で 30 室 、

各 部 屋 に ト イ レ ・ 洗 面 所

を完 備し てい ます 。  

病 院 ・ コ ン ビ ニ ・ 郵 便 局

な ど が 近 く に あ り 便 利 な

環境 です 。  

 


